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この研究は分析的に質が高く、かつまた分析結果がきわめて重要である。そのために、
インドに関する研究成果は、”The Declining Impact of Climate on Crop Yields during the 
Green Revolution in India, 1972-2002,”というタイトルで、また SSAに関する研究成果
は”The Impacts of Technological Changes on Crop Yields in sub-Saharan Africa. 1967 to 
2004,” というタイトルで、Keijiro Otsuka and Donald Larson (eds.), An African Green 
Revolution: Finding Ways to Boost Productivity on Small Farms (Washington, DC: 








1. インドと SSA の気候データを比較可能な形で示すべきである。 
2. Irrigationの効果が水稲と他の作物では質的に相違していることを考慮すべきであ
る。 







を考慮して論文を修正すれば、博士号（Ph.D. in Development Economics）を授与するこ
とが適当であると判断された。論文修正後の措置に関しては、主査が責任を持って修正内
容を検討し、十分な修正がなされていることを確認することになった。実際、平成 23年 8
月 29日に提出された最終稿では、十分な修正がなされていることが確認された。よって、
これによって博士号を授与することにした。 
